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新
年
を
迎
え
て理

事
長　

長
　
瀬
　
洋
　
男

新
年
の
ご
挨
拶

山
形
市
長　

佐
　
藤
　
孝
　
弘

　

謹
ん
で
新
春
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新

し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
昨
年
中
は
皆
様
に
は
格

別
な
ご
理
解
、
ご
協
力
を
頂
き
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
五
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
第
五
類
に
移
行
し
、
よ
う
や
く
コ
ロ

ナ
禍
前
の
日
常
に
も
ど
り
つ
つ
あ
り
、

当
セ
ン
タ
ー
で
も
、
約
四
年
ぶ
り
に
世

話
役
会
や
地
区
研
修
会
の
開
催
を
は
じ

め
、
理
事
と
地
区
班
長
の
意
見
交
換
会
、

安
全
講
習
会
、
会
員
募
集
活
動
、
清
掃

奉
仕
活
動
、
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
等
、
こ

れ
ま
で
順
調
に
事
業
を
実
施
し
て
き
て

お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
昨
年
秋
以
降
、
国
内
各
地

で
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
の
兆
し

を
見
せ
て
お
り
、
さ
ら
に
国
際
社
会
で

は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
や
パ
レ
ス
チ
ナ

紛
争
の
終
結
の
見
通
し
も
立
っ
て
お
ら

ず
、
混
乱
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
お

り
、
山
形
市
で
も
約
三
割
の
市
民
が
六

十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
に
な
っ
て
お
り
、

さ
ら
に
出
生
率
の
低
下
に
つ
い
て
も
危

惧
さ
れ
て
お
り
ま
す
。　
　
　

　

生
産
年
齢
人
口
が
減
少
し
、
定
年
延

長
や
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
等
で
様
々
な

業
界
で
人
手
不
足
と
な
る
中
、
全
国
的

に
会
員
が
増
え
な
い
状
況
が
続
い
て
お

り
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
も
近
年
会
員

数
が
伸
び
悩
ん
で
お
り
、
全
会
員
が
協

力
し
て
「
一
・
一
（
イ
チ
・
イ
チ
）
運

動
」
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
会
員
の
拡

大
を
図
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
一
〇
月
か
ら
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
が
実
施
さ
れ
、
今
後
セ
ン
タ
ー

の
税
負
担
が
増
加
し
、
軽
減
税
率
が
な

く
な
れ
ば
長
期
的
に
経
営
を
圧
迫
し
て

い
く
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

令
和
六
年
秋
頃
に
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
保

護
法
の
施
行
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
今

後
、
請
負
契
約
へ
の
影
響
も
発
生
す
る

な
ど
、
シ
ル
バ
ー
を
取
り
巻
く
社
会
環

境
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
「
甲
辰
（
き
の
え
た

つ
）」、
小
さ
な
固
い
芽
が
成
長
し
て
、

龍
の
よ
う
に
成
長
し
て
い
く
縁
起
の
い

い
年
と
の
こ
と
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
も
、

新
し
い
時
代
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、

着
実
に
前
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多

幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
山
形
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
展
す

る
中
に
お
い
て
は
、
将
来
に
わ
た
り
活

力
あ
る
地
域
社
会
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
は
、
高
齢
者
の
方
々
が
社
会
を
支

え
る
大
き
な
力
と
な
り
、
就
業
等
を
通

し
て
社
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
貴
セ
ン
タ
ー
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
会
員
の
皆
様
方
の
豊
富

な
知
識
や
経
験
・
技
能
等
を
活
か
し
、

就
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
事
業
を
展
開
さ
れ
、
地
域
の

活
性
化
と
高
齢
者
の
社
会
参
加
に
よ
る

健
康
づ
く
り
と
生
き
が
い
の
創
出
に
多

大
な
る
ご
貢
献
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
、
厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

山
形
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、「
健

康
医
療
先
進
都
市
」「
文
化
創
造
都

市
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲

げ
、
自
ら
の
能
力
を
活
か
し
な
が
ら
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
と
も
に
支
え
あ
い
、

健
や
か
に
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
理
念
の
一
つ
と

し
て
、
市
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
の
た

め
の
様
々
な
施
策
を
推
進
し
て
お
り
ま

す
。

　

こ
う
し
た
取
組
を
着
実
に
推
進
し
て

い
く
た
め
に
は
、
高
齢
者
の
方
々
が
自

ら
の
経
験
や
能
力
を
活
か
し
な
が
ら
活

躍
で
き
る
機
会
を
提
供
す
る
貴
セ
ン

タ
ー
の
果
た
す
役
割
が
、
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

本
市
の
施
策
推
進
に
お
力
添
え
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
今
後
と

も
ご
壮
健
に
て
、
生
涯
現
役
で
ご
活
躍

さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご
期
待
申
し

上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
公
益
社
団
法
人
山
形
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
ま
す
ま
す
の

ご
発
展
と
、
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り

ま
し
て
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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去
る
十
月
十
一
日
、
山
形
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
主
催
の

「
安
全
就
業
推
進
大
会
」
が
遊
学
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

安
全
就
業
優
良
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
と
し
て
県
内
四
ヵ
所
の
Ｓ
Ｃ

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
安
全

就
業
に
関
す
る
標
語
の
入
選
発
表
が

あ
り
、
山
形
市
Ｓ
Ｃ
か
ら
二
名
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

優
秀
賞

「
事
故
ゼ
ロ
」
は

　
　

一
人
ひ
と
り
の　

心
が
け

�

南
沼
原
地
区　

齋
藤　

知
行

佳
作
賞

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
！

　
　

慣
れ
た
油
断
が　

事
故
招
く

�

第
二
地
区　

鈴
木　

靖
子

　

引
き
続
い
て
、
山
形
県
作
業
療
法

士
会
副
会
長
の
奥
山
典
子
氏
よ
り
、

「
地
域
で
い
き
い
き
と
働
き
続
け
る

こ
と
」
と
題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。

◎
社
会
参
加
、
働
く
理
由

　

�

収
入
、
社
会
と
の
繋
が
り
、
健
康

維
持

◎
仕
事
に
生
き
が
い
を
感
じ
る
理
由

　

�

健
康
の
維
持
、
社
会
へ
の
参
加
、

人
の
役
に
立
つ
実
感
が
得
ら
れ
る

◎
安
全
に
働
き
つ
づ
け
る
に
は

　

健
康
の
状
態
を
常
に
把
握

◎�

人
は
作
業
す
る
こ
と
で
元
気
に
な

れ
る

　

�

日
常
の
身
の
回
り
、
地
域
、
生
産

的
楽
し
み
、
生
活
を
維
持
す
る

◎
フ
レ
イ
ル
対
策
三
つ
の
柱

　

�

栄
養
（
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

と
口
の
健
康
）、
身
体
活
動
（
楽

し
く
運
動
）、
社
会
参
加
（
就
労
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
社
会
貢
献
）

な
ど
の
講
話
内
容
で
し
た
。

　

大
変
参
考
に
な
る
話
を
聞
き
、
元

気
に
働
け
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ

と
だ
と
再
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
安
全
就
業
宣
言
」
と
し

て
、
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る
と

の
基
本
理
念
を
再
確
認
し
、
事
故
ゼ

ロ
に
組
織
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む

こ
と
を
宣
言
し
て
大
会
を
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

※
補
足
で
す
が

　

当
Ｓ
Ｃ
で
は
、
今
年
度
事
故
ゼ
ロ

で
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な

が
ら
十
月
中
に
事
故
が
二
件
発
生
い

た
し
ま
し
た
。
こ
れ
以
上
事
故
の
発

生
が
な
い
よ
う
に
、
会
員
皆
様
に
は

こ
れ
か
ら
も
細
心
の
注
意
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

山
形
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

�

令
和
五
年
度
安
全
就
業
推
進
大
会

　
　

�

安
全
就
業
推
進
委
員
長　

髙
橋
　
眞
一

　

令
和
五
年
度
の
「
地
区
班
長
と
理

事
と
の
意
見
交
換
会
」
が
十
月
十
九

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
コ

ロ
ナ
禍
で
四
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、

地
区
班
長
も
担
当
理
事
も
多
く
の
方

が
新
し
く
な
り
、
気
持
ち
も
新
た
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
山
形
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
は
、
二
十
八
の
地
区
班
構
成

で
運
営
し
て
お
り
、
各
地
区
ご
と
に

班
長
・
副
班
長
・
組
長
を
配
置
し
世

話
役
と
し
て
活
動
し
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。

　

地
区
班
は
会
員
相
互
の
連
帯
意
識

を
深
め
、
会
員
間
の
連
絡
体
制
を
整

え
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
世
話
役
は
、
会
員
の
状
況
や

課
題
の
把
握
、
セ
ン
タ
ー
と
の
連

絡
・
情
報
交
換
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
他
会
報
の
配
布
・
年
会
費
の
集

金
・
各
行
事
の
取
り
ま
と
め
等
大
変

ご
苦
労
の
多
い
役
割
を
果
た
し
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
当
日
の
会
議
で
は
、
各
専
門

部
会
・
事
務
局
よ
り
現
状
の
活
動
報

告
を
行
い
、
そ
の
後
に
各
地
区
班
の

課
題
や
要
望
に
つ
い
て
意
見
交
換
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
会
員
数
の
減

少
や
地
区
会
合
の
実
施
方
法
・
就
業

状
況
な
ど
の
課
題
が
報
告
さ
れ
、
今

後
の
検
討
課
題
の
認
識
を
共
有
し
ま

し
た
。

　

尚
、
十
一
月
よ
り
地
区
研
修
会
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
是
非
多
く
の

会
員
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
頂
き
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
よ
り

良
い
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

作
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

『
班
長
会
』
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

　
　

�

総
務
部
会
長　

平
山
　
　
尚
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事
業
所
訪
問
を
実
施

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

第
五
類
に
移
行
さ
れ
、
事
業
所
訪
問

が
通
常
通
り
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
就
業
先
の
ご
了
解
を
得
て
、

事
業
部
会
員
二
名
と
事
務
局
職
員
一

名
の
計
三
名
で
、
年
三
回
の
九
カ
所

を
訪
問
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
九
月

に
三
カ
所
の
事
業
所
訪
問
を
実
施
し
、

十
月
と
十
一
月
に
も
訪
問
し
て
就
業

会
員
と
の
面
談
を
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

訪
問
し
た
際
は
、
次
の
こ
と
を
短

時
間
で
お
伺
い
を
し
て
意
見
交
換
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

①�　

就
業
先
で
の
仕
事
の
内
容
や
会

員
同
士
の
協
力
体
制

②�　

現
在
の
健
康
状
態
と
定
期
的
に

健
康
診
断
を
受
診
し
て
い
る
か

③　

問
題
点
や
要
望
な
ど
は
な
い
か

④�　

現
在
、
困
っ
て
い
る
事
は
な
い

か

　

多
く
の
会
員
の
皆
様
は
仕
事
に
や

り
が
い
が
あ
り
、
就
業
先
で
の
信
頼

感
や
健
康
状
態
の
維
持
に
心
が
け
て

お
り
、
生
き
生
き
と
頑
張
っ
て
い
る

様
子
な
ど
、
常
に
前
を
向
い
て
い
る

の
が
印
象
的
で
し
た
。
ご
協
力
を
い

た
だ
い
た
会
員
の
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
体
調
管
理
に
留
意
さ
れ
安

全
就
業
を
願
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

事
業
部
会
長　

結
城
　
正
夫

　

十
月
の
シ
ル
バ
ー
事
業
普
及
啓
発

促
進
月
間
に
伴
い
、
次
の
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
。

◦�

役
職
員
に
よ
る
街
頭
啓
発
活
動

　

十
月
十
七
日
（
火
）
十
時
か
ら
イ

オ
ン
山
形
南
店
、
山
形
北
店
で
理
事

長
は
じ
め
理
事
、
専
門
部
会
員
、
委

員
会
会
員
等
の
総
勢
三
十
四
名
で
実

施
。
ご
来
店
の
高
齢
者
を
対
象
に
事

業
の
Ｐ
Ｒ
と
、
会
員
募
集
の
チ
ラ
シ

約
千
枚
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

山
形
新
聞
社
の
取
材
も
入
り
、
大

き
な
Ｐ
Ｒ
活
動
と
な
り
今
後
の
会
員

増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

◦�

会
員
に
よ
る
清
掃
活
動

　

十
月
二
十
五
日
（
水
）、
十
時
か

ら
山
形
駅
西
地
区
の
街
路
清
掃
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。
八
十
二
名
の
会

員
が
四
班
に
分
か
れ
、
歩
道
沿
い
の

清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

各
地
区
研
修
会
の
会
場
付
近
の
清
掃

も
行
っ
て
い
ま
す
。

◦�
そ
の
他
の
活
動

①�　

十
月
十
五
日
～
十
七
日
ま
で
、

互
助
会
主
催
文
化
祭
・
女
性
部
会

の
創
作
品
頒
布
会
で
の
Ｐ
Ｒ
や
パ

ネ
ル
展
示
に
よ
る
事
業
活
動
の
紹

介
と
会
員
募
集
を
実
施
。（
入
場

者
数
二
百
十
四
名
）　

②�　

市
役
所
市
政
記
者
ク
ラ
ブ
へ
の

事
業
啓
発
活
動
内
容
に
つ
い
て
の

情
報
提
供
。

③�　

山
形
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
で
の
安
全
就
業
推
進

大
会
へ
参
加
。

事
業
普
及
啓
発
活
動
を
実
施

事
業
普
及
啓
発
活
動
を
実
施

広
報
部
会
長　

齋
藤　

英
夫
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令
和
五
年
九
月
十
九
日
に
、
女
性

会
員
二
十
三
名
に
参
加
い
た
だ
き
、

山
形
西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
三
名
と
前
女
性
部
会
長
の
塩

野
美
智
子
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し

て
『
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
楽
し
く
生

き
る
た
め
に
』
～
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で

考
え
よ
う
～
と
題
し
た
講
習
会
（
コ

ミ
サ
ロ
ン
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
外
部
講
師
よ
り
厚
生
労

働
省
が
普
及
啓
発
し
て
い
る
「
人
生

会
議
」
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
後
、

受
講
者
が
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
ト
ラ
ン
プ
ゲ
ー
ム
の
『
バ
バ
抜

き
』
を
行
い
ま
し
た
。

　

『
い
っ
ぷ
く
カ
ー
ド
』
と
い
う
名

前
の
こ
の
ト
ラ
ン
プ
に
は
、
一
枚
ご

と
に
「
好
き
な
温
泉
あ
っ
か
？
ど
ご

い
い
や
？
」「
家
の
人
以
外
で
何
で

も
相
談
で
き
る
人
い
だ
が
？
」
な
ど

の
質
問
が
一
つ
書
い
て
あ
り
、
隣
か

ら
引
い
た
カ
ー
ド
と
手
持
ち
の
カ
ー

ド
の
数
字
が
そ
ろ
っ
て
捨
て
る
時
に

二
枚
の
う
ち
ど
ち
ら
か
の
質
問
に
答

え
る
。
最
後
に
バ
バ
を
持
っ
て
い
た

人
は
今
日
の
感
想
を
述
べ
る
と
い
う

ル
ー
ル
で
す
。

　

初
対
面
の
人
前
で
話
を
す
る
事
に

は
に
か
ん
で
い
た
人
も
講
師
の
上
手

な
導
き
で
直
ぐ
に
打
ち
解
け
、
愉
快

な
話
や
失
敗
談
に
大
笑
い
し
た
り
、

こ
ん
な
話
あ
ん
な
話
に
共
感
し
た
り

感
心
し
た
り
し
て
、
人
の
話
を
聞
く

楽
し
さ
と
自
分
の
思
い
や
考
え
を
言

葉
に
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
再
確
認

し
な
が
ら
楽
し
く
ゲ
ー
ム
が
進
み
、

各
グ
ル
ー
プ
が
大
い
に
盛
り
上
が
る

中
で
の
名
残
惜
し
い
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
と

講
師
の
方
々
に
こ
の
誌
面
を
お
借
り

し
て
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

女
性
部
会
だ
よ
り

女
性
部
会
で
「
講
習
会
」
を
実
施

女
性
部
会
で
「
講
習
会
」
を
実
施

女
性
部
会
副
部
会
長　

山
泉
　
晶
子

【質問内容】① 今年の抱負　② 生きがいにしていること　③ 健康のために気を付けていること

令和六年、今年は辰年です。今年の年男・年女の会員さんから抱負などをお聞きしました。

滝山一地区　佐藤　啓志（庚辰）
①�夫婦揃って足腰が元気なうち
に、温泉旅行
②�友人たちと、ゴルフをしなが
ら親睦を深める
③�外歩きをしながら、近隣の人
と対話を楽しむ

第四地区　後藤　浩子（壬辰）
①�健康に留意し、笑顔で日々を
過ごすこと
②�小倉百人一首を毛筆で書く事
に取り組み中
③�朝、文翔館前広場で仲間とラ
ジオ体操をする

東沢地区　山口　堅吉（庚辰）
①�今年も会員仲間と共に�健康
で働く喜びを！
②�家庭菜園、渓流つり、山菜取
り　自然を楽しむ
③�食べ物に好き嫌いなし　犬と
の散歩一日四回

第四地区　八嶋　國夫（壬辰）
①�今年は、近くの山歩きを再開
したい
②�生きがいは特になし　日々新
しいことに挑戦
③�一万歩／日以上を目標に現状
達成率６０％位

令和六年　年男・年女令和六年　年男・年女
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現
在
の
場
所
（
南
館
三
丁
目
）
に

住
ん
で
二
十
年
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

　

我
が
家
の
南
側
境
界
線
に
沿
っ
て

堰
が
流
れ
て
い
て
、
こ
の
堰
は
「
笹

堰
」
と
い
う
名
前
で
、
馬
見
ヶ
崎
川

か
ら
水
が
流
れ
て
く
る
「
山
形
五

堰
」
の
ひ
と
つ
だ
と
町
内
の
方
か
ら

聞
き
ま
し
た
。

　

幅
五
十
㎝
程
度
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
堰
が
繋
が
っ
て
い
る
だ
け
で
す
が
、

歴
史
的
に
貴
重
な
施
設
が
身
近
に
あ

る
こ
と
に
感
動
し
て
、
笹
堰
の
全
体

を
知
る
た
め
に
、
堰
を
目
視
で
確
認

し
な
が
ら
馬
見
ヶ
崎
川
の
分
岐
点
ま

で
た
ど
っ
て
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
山
形
五
堰
は
、
江
戸
時
代
か
ら

城
下
町
の
生
活
用
水
や
農
業
用
水
と

し
て
使
わ
れ
た
水
路
で
、
現
在
で
も

市
内
に
健
在
し
て
い
る
も
の
で
す
。

有
名
な
の
は
御
殿
堰
で
七
日
町
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
他

に
は
双
月
堰
や
宮
町
堰
・
八
ヶ
郷
堰

が
あ
り
ま
す
。

　

笹
堰
は
、
枝
分
か
れ
や
目
視
で
き

な
い
地
中
区

間
も
多
く
、

ル
ー
ト
確
認

は
簡
単
で
は

あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、

私
が
気
に

入
っ
た
場
所

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
小
荷
駄

町
の
市
立
図
書
館
あ
た
り
か
ら
鉄
砲

町
の
光
禅
寺
を
経
由
し
て
、
第
六
小

学
校
前
を
流
れ
る
区
間
で
す
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
は
な
く
、
昔
な

が
ら
の
石
積
み
の
堰
が
続
い
て
い
て
、

最
上
家
三
代
の
墓
が
あ
る
光
禅
寺
の

墓
地
内
の
堰
は
、
宗
教
空
間
で
の
流

れ
が
、
心
休
ま
る
場
所
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会

し
、
山
形
駅
西
口
に
あ
る
霞
城
セ
ン

ト
ラ
ル
駐
輪
場
に
お
世
話
に
な
り
六

年
目
に
な
り
ま
し
た
。
ボ
ケ
防
止
に

な
れ
ば
と
思
い
始
め
た
仕
事
で
し
た
。

　

私
の
目
標
は
ゴ
ル
フ
で
の
エ
ー
ジ

シ
ュ
ー
ト
、
自
己
ベ
ス
ト
の
ス
コ
ア

は
八
十
二
ス
ト
ロ
ー
ク
な
の
で
、
後

十
年
先
に
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
出
来

れ
ば
達
成
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
八
十
歳
過
ぎ
て
年
齢
的

に
い
か
に
健
康
的
に
プ
レ
ー
が
続
け

ら
れ
る
か
と
い
う
事
が
、
重
く
の
し

か
か
っ
て
来
ま
す
。
こ
の
た
め
に
は
、

健
康
で
元
気
で
毎
日
の
生
活
を
大
切

に
し
て
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
欠
か
さ
な

い
よ
う
に
す
る
事
が
大
事
に
な
っ
て

く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
足
腰

の
筋
力
維
持
に
役
立
つ
「
軽
い
ジ
ャ

ン
プ
」
百
回
を
毎
日
。
病
気
に
な
り

に
く
い
体
作
り
の
為
に
睡
眠
時
間
は

九
時
間
が
目
標
で
す
。
こ
ん
な
事
を

続
け
て
い
れ
ば
、
介
助
さ
れ
な
い
で
、

自
分
自
身
で
食
事
、
ト
イ
レ
、
お
風

呂
を
済
ま
せ
る
事
に
繋
が
れ
ば
最
高

で
す
。
又
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
に

は
喉
仏
体
操
や
握
力
低
下
予
防
に
は

グ
ー
パ
ー
体
操
や
道
具
を
使
っ
て
に

ぎ
に
ぎ
体
操
な
ど
情
報
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
。
継
続
・
継
続
！

滝
山
二
地
区

�

北
村
　
強
志

健
康
元
気
を
目
指
し
て

南
沼
原
地
区

�

成
田
　
　
厳

笹
堰
（
さ
さ
ぜ
き
）
探
索

〔
寄
稿
〕
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中
学
校
時
代
、
陸
上
部
に
所
属
し

て
い
た
の
で
走
る
の
が
好
き
で
、
十

二
年
前
か
ら
山
形
県
内
の
市
町
村
で

開
催
さ
れ
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

思
い
出
の
あ
る
大
会
は
、
村
山
市

の
「
最
上
川s-m

ile

マ
ラ
ソ
ン
」

夏
の
暑
い
日
で
も
川
の
近
く
を
走
る

の
で
下
か
ら
吹
き
上
げ
て
く
る
涼
し

い
風
を
切
り
な
が
ら
爽
快
な
気
分
で

し
た
。

　

ま
た
「
寒
河
江
サ
ク
ラ
ン
ボ
」
で

は
、
ゲ
ス
ト
の
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
高
橋
尚
子
さ

ん
に
思
い
も
よ
ら
ず
顔
を
合
わ
せ
た

こ
と
。

　

山
辺
町
の
「
星
ふ
る
ロ
ー
ド
」
で
、

今
ま
で
の
最
高
順
位
の
十
五
位
に

な
っ
た
こ
と
な
ど
他
に
も
沢
山
の
楽

し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

苦
し
い
な
が
ら
も
完
走
す
る
こ
と

で
、
体
力
と
精
神
力
が
つ
い
た
よ
う

で
す
。

　

レ
ー
ス
終
了
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
が
、
お
い
し
い
芋
煮
な
ど
ふ
る

ま
っ
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
も
楽
し
み

の
一
つ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
旅
行
を
兼
ね
て
県
外

と
か
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
行
く
計

画
も
立
て
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

山
形
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
出
会
い
は
、
写
真
愛
好
会
の
写
友

で
あ
る
髙
橋
会
長
よ
り
写
真
の
誘
い

が
あ
り
入
会
し
ま
し
た
。

　

フ
ル
タ
イ
ム
の
仕
事
を
退
職
し
た

年
で
あ
り
入
会
し
て
二
年
に
な
り
ま

す
。
毎
日
野
山
へ
撮
影
に
出
か
け
て

い
る
頃
に
、
現
在
の
仕
事
を
セ
ン

タ
ー
よ
り
紹
介
さ
れ
、
二
年
に
な
り

二
時
間
の
短
時
間
の
仕
事
で
す
が
、

毎
日
の
生
活
の
中
で
良
い
刺
激
に

な
っ
て
い
ま
す
。
私
の
長
年
の
営
業

の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
お
客
様
あ
っ
て

の
仕
事
。
短
時
間
瞬
発
力
で
続
け
て

い
ま
す
。

　

出
会
い
は
趣
味
の
写
真
撮
影
で
も

同
じ
で
す
。
そ
の
場
所
場
所
で
、
光

景
・
足
元
の
小
さ
な
草
花
と
出
会
い

四
季
折
々
感
動
が
あ
り
ま
す
。
会
員

の
皆
様
も
シ
ル
バ
ー
山
形
写
真
愛
好

会
で
ご
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
か
ら
写
真
を
始
め
た
い
人
も
会

員
が
わ
か
り
や
す
く
指
導
し
ま
す
。

　

近
く
の
自
然
に
も
花
は
咲
い
て
い

ま
す
‼

滝
山
二
地
区

�

渡
部
　
武
三

出
会
い

南
沼
原
地
区

�

笹
原
　
秀
昭

マ
ラ
ソ
ン

「春の日」（渡部さん撮影）「春の日」（渡部さん撮影）
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写真「ツーショット」写真「ツーショット」
蔵王地区 髙橋秀一蔵王地区 髙橋秀一

手芸「パッチワーク・ホワイトクリスマス」手芸「パッチワーク・ホワイトクリスマス」
第４地区 佐久間あや子第４地区 佐久間あや子

工芸「１文殊菩薩２普賢菩薩」工芸「１文殊菩薩２普賢菩薩」
第２地区 小林勝彦第２地区 小林勝彦

手芸「折り紙花瓶入れ」手芸「折り紙花瓶入れ」
南山形・本沢地区 塩野美智子南山形・本沢地区 塩野美智子

盆栽～趣味の園芸～盆栽～趣味の園芸～
鈴川３地区 阿部一雄鈴川３地区 阿部一雄

書「感謝の三字体」書「感謝の三字体」
出羽・明治地区 植松ユキ出羽・明治地区 植松ユキ

絵画「3.11」絵画「3.11」
第７地区 齋藤　隆第７地区 齋藤　隆誌上展覧会誌上展覧会

～令和5年度文化祭出品作品の紹介～～令和 5年度文化祭出品作品の紹介～
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新
入
会
員
紹
介

第

二

地

区�

藤
原　

一
雄

第

三

地

区�

逸
見　

フ
サ

�

曽
我　

良
雄

�

冨
田　

寿
昭

第

四

地

区�

安
藤　

政
儀

�

大
江
久
美
子

�

日
下
部
美
雪

第

五

地

区�

安
部　

成
子

�

深
田　
　

礼

�

渡
辺
は
つ
子

第

六

地

区�

浅
川　
　

進

�

土
屋
喜
久
子

西

地

区�

沼
邊　

妙
子

�

貝
和　

啓
子

�

髙
橋　

和
弘

第

八

地

区�

吉
野　

一
郎

�

井
上　

光
機

第

九

地

区�

鈴
木　

正
子

�

佐
藤
智
恵
子

第

十

地

区�

石
川
美
由
紀

�

釜
田　

信
宏

鈴
川
一
地
区�

尾
形　
　

仁

鈴
川
三
地
区�

横
山　

明
英

�

鹿
野　

和
彦

�

中
村　

昭
秀

千

歳

地

区�

黒
坂　

信
雄

�

和
賀　

成
子

飯
塚
・
椹
沢
地
区�

後
藤
恵
津
子

東

沢

地

区�

堀
川　

昭
雄

滝
山
一
地
区�

佐
藤　

明
美

滝
山
二
地
区�

岡
崎　

順
子

�

星
野　

義
隆

�

渡
邉　

智
子

�

茅
原　

章
彦

�

三
浦
美
代
子

出
羽
・
明
治
地
区�

安
食　
　

智

�

黒
田
由
美
子

�

海
和　

賢
市

金

井

地

区�

竹
田　

芳
明

�

後
藤　

基
之

大

郷

地

区�

草
苅　

茂
男

�

伊
藤　

英
世

�

進
藤　

咲
子

山
寺
・
高
瀬
地
区�

斎
藤　

昌
文

楯

山

地

区�

大
久
保
愛
子

蔵

王

地

区�

武
田　

洋
子

�

斉
藤
カ
ツ
エ

�

塩
見　

俊
幸

南
山
形
・
本
沢
地
区�

金
子　

武
雄

�

八
幡　

光
枝

�

相
馬　

栄
喜

�

齋
藤　

淳
一

�

小
林　

鈴
子

南
沼
原
地
区�

高
橋　

邦
昭

�

高
野　

由
美

�

鈴
木
長
次
郎

　

十
一
月
初
旬
の

小
春
日
和
に
、
雪

囲
い
を
行
う
「
剪

定
班
」
を
取
材
に

飯
塚
町
の
依
頼
者

の
お
宅
に
向
か
い

ま
し
た
。

　

作
業
を
し
て
い

た
の
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
平
吹
さ

ん
と
佐
藤
さ
ん
。
竹
と
荒
縄
を

使
っ
て
庭
木
を
保
護
す
る
作
業

を
、
脚
立
を
使
っ
て
高
木
か
ら

低
木
ま
で
、
手
際
よ
く
作
業
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

原
則
的
に
は
、
ペ
ア
の
五
組

あ
る
剪
定
班
が
春
か
ら
秋
ま
で

に
剪
定
で
入
っ
た
箇
所
で
な
い

と
、
庭
の
形
状
が
わ
か
ら
な
い

の
で
引
き
受
け
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

作
業
の
流
れ
は
、
事
前
に
事

務
局
に
依
頼
者
か
ら
連
絡
を
頂

い
て
、
十
月
末
に
班
の
調
整
会

議
を
行
い
、
縄
の
配
布
、
雪
囲

い
材
料
な
ど
の
準
備
を
リ
ー

ダ
ー
が
依
頼
者
と
打
ち
合
わ
せ

を
し
て
作
業
日
程
を
決
め
て
い

ま
す
。

　

作
業
時
間
は
午
前
九
時
か
ら

午
後
四
時
三
十
分
（
実
働
六
・

五
時
間
）、
土
日
・
祝
日
は
休

日
で
す
。
四
月
か
ら
十
月
ま
で

は
剪
定
作
業
。
十
一
月
か
ら
十

二
月
は
雪
囲
い
作
業
で
す
。

　

平
吹
さ
ん
が
担
当
す
る
雪
囲

い
作
業
は
、
二
十
軒
程
度
で
す
。

天
気
の
良
い
日
ば
か
り
で
な
く
、

十
二
月
に
入
り
み
ぞ
れ
が
落
ち

る
と
、
作
業
は
大
変
で
す
。
就

業
会
員
も
総
勢
九
名
で
減
少
傾

向
に
あ
り
、
新
規
の
会
員
が
な

く
人
手
不
足
で
す
。
し
か
し
依

頼
者
が
あ
る
限
り
は
応
え
た
い

と
、
職
人
に
引
け
を
取
ら
な
い

作
業
ぶ
り
で
し
た
。

�
（
取
材
・
広
報
部
）

就業会員を訪ねて就業会員を訪ねて
平吹誠太郎　佐藤　敏行

雪囲い作業（剪定班）
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■
配
分
金
支
払
日

　

一
月
十
九
日（
金
）

　

二
月
二
十
日（
火
）

　

三
月
十
九
日（
火
）

■
入
会
説
明
会（
午
後
一
時
三
十
分
）

　

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
入
会
の
勧

誘
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

一
月
五
日（
金
）　

十
二
日（
金
）

　
　
　

十
八
日（
木
）

　

二
月
一
日（
木
）　

九
日（
金
）　

　
　
　

十
五
日（
木
）

　

三
月
五
日（
火
）　

十
四
日（
木
）　

　
　
　

十
八
日（
月
）

■
就
業
相
談
日（
午
後
一
時
三
十
分
）

　
（
就
業
に
関
し
て
の
相
談
で
す
）

　

一
月
十
日（
水
）

　

二
月
十
四
日（
水
）

　

三
月
十
三
日（
水
）

あ と が き
　

少
子
化
に
よ
る
働
き
手
不
足
が

顕
著
に
な
る
中
、
高
齢
者
の
存
在

意
義
は
益
々
高
ま
り
ま
す
。
一

方
、
就
業
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
、

高
齢
者
の
就
業
意
識
も
変
化
し
ま

す
。
従
っ
て
本
Ｓ
Ｃ
も
よ
り
魅
力

あ
る
居
場
所
に
な
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

就
業
で
の
生
き
甲
斐
作
り
以
外

に
も
う
一
つ
の
視
点
。
そ
れ
は
会

員
個
々
の
豊
富
な
知
識
や
人
生
経

験
、
特
技
、
趣
味
、
人
脈
な
ど
を

活
か
し
た
社
会
貢
献
。
同
時
に
会

員
が
学
び
成
長
出
来
る
Ｓ
Ｃ
で

す
。

　

芸
工
大
に
よ
る
中
心
街
活
性
化

事
業
や
商
業
高
校
の
産
業
調
査
部

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
層
で
活

動
す
る
社
会
貢
献
が
あ
り
ま
す
。

　

移
住
促
進
を
目
的
に
し
た
他
県

か
ら
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
あ

る
の
な
ら
、
我
々
先
住
の
シ
ル

バ
ー
に
よ
る
同
協
力
隊
が
あ
っ
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り

地
域
課
題
解
決
の
ブ
レ
ー
ン
と
成

り
う
る
Ｓ
Ｃ
及
び
会
員
力
。
会
員

の
知
恵
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
課
題

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
結
集
し
対
応
す

る
市
の
公
益
ブ
レ
ー
ン
集
団
の
構

築
で
す
。

　

上
山
Ｓ
Ｃ
が
焼
き
芋
ク
ラ
ブ
な

ら
ば
、
山
形
は
Ｓ
Ｃ
地
ビ
ー
ル
？

　

そ
ん
な
夢
か
ら
ほ
ろ
酔
い
で
目

覚
め
た
、
大
晦
日
の
夜
で
し
た
。

�

（
Ｓ
・
Ｔ
）

　
※�

就
業
相
談
の
受
付
は
午
後
一
時

十
五
分
か
ら
で
す
。

　
　�

予
約
等
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　
訃
　
報

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

南
沼
原
地
区

　

佐
藤　

貞
夫
さ
ん
（
七
十
一
歳
）

出
羽
・
明
治
地
区

　

川
合　
　

諭
さ
ん
（
八
十
一
歳
）

第
八
地
区

　

高
橋　
　

博
さ
ん
（
七
十
歳
）

お
知
ら
せ
と

�

お
願
い

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
ご
紹
介
す

る
仕
事
に
は
「
請
負
事
業
」
と
「
派
遣
事

業
」
の
二
種
類
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
「
請

負
」
で
仕
事
を

し
て
得
た
『
配

分
金
』
は
所
得

税
法
上
「
雑
所

得
」
と
し
て
取

り
扱
わ
れ
ま
す
。

課
税
対
象
者
に

な
る
と
思
わ
れ

る
会
員
の
方
は

各
自
に
お
い
て

最
寄
り
の
税
務

署
に
申
告
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で

は
、
令
和
五
年

分
の
配
分
金
の

合
計
額
を
証
明

す
る
『
配
分
金

支
払
証
明
書
』

を
、
今
年
請
負

で
お
仕
事
を
さ

れ
た
方
全
員
に

郵
送
に
て
交
付

い
た
し
ま
す
。

届
い
た
証
明
書

を
、
確
定
申
告

配
分
金
＝
所
得
税
法
上
の
取
扱
い

等
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
派
遣
事
業
」
で
就
業
し
て
得

た
『
賃
金
』
は
、「
給
与
所
得
」
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
ま
す
。
山
形
県
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
よ
り
源
泉
徴
収
票
が

送
付
さ
れ
ま
す
。

　

『
配
分
金
』
に
つ
い
て
は
、
租
税
特
別

措
置
法
第
二
十
七
条
の
「
家
内
労
働
特

例
」
に
よ
り
五
十
五
万
円
の
控
除
が
認
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
配
分
金
以
外
の
収
入

が
な
い
場
合
に
は
、
基
礎

控
除
四
十
八
万
円
を
含
め

て
百
三
万
円
ま
で
所
得
税

が
課
税
さ
れ
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。
配
分
金
の
他

に
給
与
収
入
が
あ
る
場
合

は
、
五
十
五
万
円
か
ら
給

与
所
得
を
控
除
し
た
残
額

が
特
例
で
控
除
で
き
る
金

額
で
す
。

　

ま
た
、
公
的
年
金
を
受

給
し
て
い
る
場
合
は
配
分

金
と
は
別
に
所
得
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
公
的
年

金
に
係
る
雑
所
得
の
算
出

は
上
記
速
算
表
の
と
お
り

で
す
。

　

な
お
、
配
分
金
収
入
、

給
与
収
入
、
公
的
年
金
収

入
以
外
の
収
入
が
あ
る
場

合
の
申
告
に
つ
い
て
は
、

別
途
書
類
の
提
出
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

公的年金に係る雑所得の計算
受給者の区分 その年中の公的年金等の収入金額🄐 公的年金等に係る雑所得の金額

年齢65歳未満の人
（昭和34年１月２日
以後に生まれた人）

60万円以下 0円
60万円超130万円未満 🄐－60万円
130万円超410万円未満 🄐×0.75－27万5,000円
410万円超770万円未満 🄐×0.85－68万5,000円
770万円超1,000万円未満 🄐×0.95－145万5,000円
1,000万円以上 🄐－195万5,000円

年齢65歳以上の人
（昭和34年１月１日
以前に生まれた人）

110万円以下 0円
110万円超330万円未満 🄐－110万円
330万円超410万円未満 🄐×0.75－27万5,000円
410万円超770万円未満 🄐×0.85－68万5,000円
770万円超1,000万円未満 🄐×0.95－145万5,000円
1,000万円以上 🄐－195万5,000円

令
和
五
年
十
一
月
よ
り

嘱
託
職
員

�
藤
田
　
彩
佳

新
事
務
局
職
員
紹
介

新
事
務
局
職
員
紹
介
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（公社）
山
形
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

山
形
市
双
葉
町
一
丁
目
二
番
三
号

電
話（
〇
二
三
）六
四
七−

六
六
四
七

U
R

L：
http://w

ebc.sjc.ne.jp/yam
agatashi

E
-m

ail：
yam

agatashi@
sjc.ne.jp


